
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

航
空
隊
と
土
浦
中
学
生 

世
の
注
目
を
集
め
て
開
設
さ
れ
た
霞
ヶ
浦
飛

行
場
。
飛
行
場
開
き
に
は
、
阿
見
町
は
も
ち
ろ

ん
、
近
郷
近
在
か
ら
、
実
に
５
万
人
も
の
人
々

が
空
の
妙
技
を
見
よ
う
と
つ
め
か
け
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
近
隣
の
児
童
・
生
徒
た
ち
が
興
味
を

示
さ
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
開
場
前
か
ら

見
学
希
望
者
が
か
な
り
い
た
よ
う
で
、「
臨
時
海

軍
航
空
術
講
習
部
」
で
は
、
1921
（
大
正
10
）
年

６
月
に
「
臨
時
海
軍
航
空
術
講
習
部
飛
行
場
見

学
者
に
対
す
る
注
意
」
と
「
案
内
図
」
を
各
校

に
伝
達
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
土
浦
中
学

で
は
、
次
の
よ
う
な
「
注
意
書
き
」
と
「
案
内

図
」
を
謄
写
版
で
印
刷
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。 

生
徒
た
ち
の
見
学
希
望
が
多
か
っ
た
の
か
、
土

浦
中
学
で
は
、
セ
ン
ピ
ル
大
佐
た
ち
が
着
任
直

後
の
1921
年
（
大
正
10
）
９
月
20
日
に
全
校
生
徒

で
阿
見
霞
ヶ
浦
飛
行
場
を
団
体
見
学
、
同
10
月

13
日
の
午
後
に
は
土
浦
中
学
で
航
空
隊
付
赤
柴

海
軍
大
尉
の
飛
行
機
に
関
す
る
講
話
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
以
後
、
生
徒
た
ち
は
５
月
27
日
の

海
軍
記
念
日
（
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
海
海

戦
の
勝
利
を
記
念
し
た
日
。
飛
行
場
が
開
放
さ

れ
て
隊
内
が
見
学
で
き
、
飛
行
機
も
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
演
芸
会
や
仮
装
行
列
が
催
さ

れ
、
こ
れ
を
楽
し
み
に
近
隣
の
人
た
ち
が
大
勢

訪
れ
て
い
ま
し
た
）
に
は
、
阿
見
霞
ヶ
浦
飛
行

場
の
運
動
会
に
参
加
し
、
午
後
は
海
軍
将
校
の

講
話
な
ど
を
聴
く
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
生
徒
た
ち
は
、
霞
ヶ
浦
航
空
隊

の
卒
業
式
な
ど
で
来
浦
す
る
皇
族
方
を
土
浦
駅

で
学
年
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
何
度
も
奉
送
迎
を

し
て
い
ま
す
。 

一
方
航
空
隊
の
将
兵
た
ち
も
土
浦
中
学
の
行

事
に
参
加
し
、
生
徒
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。
1923
（
大
正
12
）
年
、
関
東
大
震
災

直
後
の
10
月
７
日
に
は
柔
道
部
選
手
が
霞
ヶ
浦

航
空
隊
選
手
と
試
合
を
し
、「
本
校
選
手
14
名
は

豪
勇
を
以
て
鳴
る
霞
ヶ
浦
航
空
隊
選
手
と
戦
い

善
戦
し
て
大
将
平
本
八
郎
を
残
し
て
我
選
手
の

勝
利
と
な
る
」
と
の
記
事
が
「
進
修
23
号
」（
1924

年
７
月
刊
）
に
見
え
ま
す
。
同
じ
く
27
日
に
は
、

「
霞
ヶ
浦
航
空
隊
剣
道
部
員
が
来
校
し
、
本
校

選
手
と
試
合
を
行
う
」
と
の
記
事
も
載
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

同
11
月
23
日
に
は
、
田
村
前
の
弁
財
天
堤
防

付
近
を
会
場
に
恒
例
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
で
行
方
不
明
と
な

っ
て
い
た
新
造
艇
「
筑
波
」「
霞
」「
桜
」
の
３

隻
が
無
事
到
着
し
た
喜
び
も
あ
っ
て
、
生
徒
た

ち
は
レ
ー
ス
に
熱
中
、
学
年
対
抗
を
は
じ
め
９

レ
ー
ス
の
競
漕
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
競
漕
中
に
海
軍
飛
行
機
が
生
徒
等
の
頭
上
艇 

                   上
に
飛
来
し
て
、
祝
意
を
含
め
た
報
告
筒
を
落

下
す
る
こ
と
２
回
、
そ
の
飛
行
の
見
事
さ
が
レ

ー
ス
に
一
層
の
興
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
レ
ー
ス
の
間
、
海
軍
の
汽
艇
（
き
て
い 

蒸

気
機
関
で
動
く
小
型
の
船
。
ラ
ン
チ
）
が
、
下

士
官
で
あ
る
兵
曹
指
揮
の
下
に
、
ボ
ー
ト
運
送

及
び
途
中
警
備
の
任
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
終
第
９
回
レ
ー
ス
は
全
５
年
（
５
年
生
選
抜

ク
ル
ー
）、
海
軍
航
空
将
校
陸
上
班
ク
ル
ー
、
同

水
上
班
ク
ル
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
筑
波
」「
霞
」

「
桜
」
の
３
艇
に
分
乗
し
、
競
漕
、
勝
ち
目
は

な
い
と
思
わ
れ
た
全
５
年
が
勝
利
。
将
校
さ
ん

た
ち
が
勝
ち
を
譲
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
が
、

本
家
に
勝
っ
た
と
生
徒
た
ち
は
大
喜
び
、「
第
９

回
に
オ
ー
ル
５
年
が
勝
っ
た
の
は
実
に
愉
快
の

極
で
あ
る
。
名
舵
手
立
原
君
に
負
う
所
大
で
あ

っ
た
。
流
石
海
軍
士
官
だ
、
充
分
に
手
ご
た
え

が
あ
っ
た
、（
関
東
大
震
災
）
復
興
最
初
の
レ
ー

臨
時
海
軍
航
空
術
講
習
部
飛
行
場
見
学
者
ニ
対 

ス
ル
注
意 

一
、
飛
行
見
学
者
ノ
タ
メ
図
示
ノ
見
学
場
所
ヲ
設
ク 

一
、
許
可
ナ
ク
シ
テ
朱
線
ヲ
以
テ
示
セ
ル
区
域
内
ニ 

立
入
ル
可
カ
ラ
ズ 

一
、 

点
線
ヲ
以
テ
示
セ
ル
道
路
ハ
通
行
差
支
ナ
シ
、 

但
シ
車
馬
（
自
転
車
ヲ
除
ク
）
ノ
通
行
ヲ
差
止
ム 

一
、
構
内
及
飛
行
場
見
学
希
望
ノ
向
ハ
本
部
ニ
申
出 

テ
許
可
ヲ
受
ケ
ラ
ル
ベ
シ 

但
シ
当
分
ノ
間 

 

金
曜
日
ニ
限
ル 

一
、 

必
要
ニ
応
ジ
見
学
及
道
路
ノ
通
行
ヲ
差
止
ム
ル 

コ
ト
ア
ル
ベ
シ 

大
正
十
年
六
月
臨
時
海
軍
航
空
術
講
習
部 

(

以
下
土
浦
中
学
追
加
分) 

一
、 

見
学
ニ
行
ク
モ
ノ
ハ
右
規
定
ニ
違
犯
ス
ル
コ
ト 

ナ
キ
様
ニ
セ
ヨ 

一
、
其
内
飛
行
場
ノ
設
備
ノ
充
実
ス
ル
ヲ
マ
ッ
テ
当 

ニ
テ
団
体
見
学
ヲ
ナ
ス
予
定
ナ
リ 

 

←昭和前期の阿見周辺図 
 当時の阿見村の広大な原野と霞ヶ浦
湖畔に設けられた海軍航空隊飛行場 

 （大日本帝国陸地測量部 昭和７年発行） 

平成２６年６月１７日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第６９号 

霞ヶ浦(その５)～霞ヶ浦海軍航空隊と土浦中学生～ 
1922（大正 11)年に独立した霞ヶ浦航空隊。当時としては最新鋭の飛行機が

見られるのですから、世の注目を集めないはずはありません。特に若者にとっ

て飛行機は憧れの的。土浦中学生たちも、航空隊の見学に始まり、隊員たちと

の銃剣術の練習試合など、交流を深めていきました。 

F5号飛行艇；センピル教育団の講習用教材として,イギリスから輸

入した飛行艇で,日本最初の飛行艇と言われている。昭和７年頃まで

使用され,土中生のボートレースの際にはこうした初期の飛行機が飛

来しました。旧職員市川彰編写真集「土浦」より(以下同じ) 

 

 

 



 

 

ス
に
こ
の
栄
冠
、
諸
君
、
親
愛
な
る
亀
城
の
健

児
自
重
し
て
く
れ
頼
む
ぞ
」
と
の
記
事
が
踊
っ

て
お
り
、
そ
の
喜
び
と
と
も
に
、
大
震
災
復
興

へ
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

翌
1924
（
大
正
13
）
年
、
寒
稽
古
が
終
わ
っ
た

１
月
20
日
の
剣
道
部
武
術
大
会
に
は
、
例
年
の

如
く
龍
ケ
崎
中
、
水
戸
中
か
ら
多
数
の
選
手
が

参
加
、
さ
ら
に
霞
ヶ
浦
航
空
隊
の
剣
道
部
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
龍
中
、
土
中
連
合
対
航
空
隊

紅
白
試
合
な
ど
が
行
わ
れ
、
寒
稽
古
で
磨
い
た

技
を
披
露
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
航
空

隊
の
見
学
、
海
軍
記
念
日
の
運
動
会
へ
の
参
加
、

剣
道
部
・
柔
道
部
と
の
稽
古
、
航
空
隊
の
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
へ
の
協
力
、
参
加
な
ど
、
土
浦
中
学

と
航
空
隊
と
の
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
に
入
り
、
戦
時
色
が
強
く
な
る
と
、

航
空
隊
を
訪
れ
る
皇
族
方
の
奉
送
迎
は
た
び
た

び
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
航
空
隊
と
の
交
流
は
少

な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

押
収
格
納
庫 

 

（
欧
州
格
納
庫
と
も
い
う
） 

第
１
次
世
界
大
戦
の
講
和
条
約
で
あ
る
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
条
約
は
ド
イ
ツ
に
賠
償
責
任
を
課
し

ま
し
た
が
、
そ
の
賠
償
物
件
の
一
つ
に
巨
大
な

格
納
庫
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
物
件
ま
で
提

供
さ
せ
る
ほ
ど
連
合
国
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
扱

い
は
過
酷
な
も
の
で
し
た
が
、
こ
の
格
納
庫
を

も
ら
い
受
け
た
の
が
日
本
で
し
た
。
格
納
庫
は

飛
行
船
の
格
納
庫
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
近
く
の
ユ

ー
デ
ル
ボ
ル
ク
に
あ
り
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
そ

の
大
き
さ
は
、
当
時
の
朝
日
新
聞
の
記
事
に
よ

れ
ば
「
中
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
面
の
広
さ
が

4755
坪
も
あ
っ
て
、
付
属
建
物
を
合
わ
せ
た
東
京

駅
が
一
つ
半
、丸
ビ
ル
な
ら
二
つ
、人
間
な
ら
12

万
人
を
立
た
せ
る
こ
と
が
出
来
る
素
晴
ら
し

い
」
も
の
で
、
そ
の
移
送
は
大
変
な
仕
事
で
し

た
。 三

井
物
産
株
式
会
社
が
解
体
輸
送
を
請
け
負

っ
て
、
1920
（
大
正
９
）
年
９
月
に
解
体
に
着
手
、

1921
（
大
正
10
）
年
７
月
に
解
体
を
終
了
し
、
1922

（
大
正
11
）
年
１
月
に
海
軍
航
空
隊
霞
ヶ
浦
飛

行
場
へ
向
け
て
発
送
し
ま
し
た
。
日
本
で
の
組

み
立
て
は
清
水
組
（
現
清
水
建
設
株
式
会
社
）

が
請
け
負
い
、
地
元
の
会
社
に
下
請
け
、
孫
請

け
に
出
し
、
ド
イ
ツ
人
技
師
の
指
導
の
も
と
近

隣
の
鳶
職
人
を
使
っ
て
工
事
を
進
め
た
と
い
い

ま
す
（
移
送
費
、
建
築
費
合
わ
せ
て
180
万
円
は

日
本
側
が
負
担
）。
格
納
庫
の
寸
法
は
、
建
築
面

積
15,692
㎡
（

4,755
坪
）
で
、
全
長
約
240

m
、
高
さ

約
39

m
、
間
口
約
65

m
で
鉄
製
の
扉
が
２
枚

あ
り
、
モ
ー
タ
ー
２
個
で
開
閉
し
て
い
ま
し
た
。

扉
は
１
枚
１
反
歩
（
約
990
㎡
）
ほ
ど
で
、
そ
の

重
さ
は
40
ト
ン
程
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
1922

（
大
正
11
）
年
９
月
４
日
に
霞
ヶ
浦
飛
行
場
で

東
洋
一
の
大
建
築
・
大
型
飛
行
船
格
納
庫
の
起

工
式
が
挙
行
さ
れ
、
1924
（
大
正
13
）
年
３
月
25

日
に
約
１
年
半
か
け
た
大
工
事
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
1923
（
大
正
12
）
年
９
月
１
日
に

関
東
大
震
災
に
遭
遇
し
ま
し
た
が
、
建
設
中
の

格
納
庫
に
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
完
成

半
ば
の
1922
（
大
正
11)

年
11
月
に
は
、
横
須
賀

の
航
空
船
（
飛
行
船
）
隊
が
霞
ヶ
浦
に
移
動
、

霞
ヶ
浦
航
空
隊
は
日
本
で
唯
一
の
飛
行
船
基
地

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1932
（
昭
和
７
）
年
11

月
30
日
に
海
軍
飛
行
船
隊
が
廃
止
さ
れ
る
と
飛

行
機
の
格
納
庫
と
な
り
ま
し
た
。
1939
（
昭
和
14
）

年
７
月
、
零
式
艦
上
戦
闘
機
（
零
戦
）
が
海
軍

の
花
形
戦
闘
機
と
し
て
登
場
す
る
と
、
そ
の
格

納
庫
と
な
り
、
零
戦
が
そ
の
ま
ま
格
納
庫
か
ら

飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
軍
に
よ
る
空
襲
が
始
ま
る
と
、
あ
ま
り
に
大

き
な
そ
の
姿
は
、
敵
の
攻
撃
機
の
格
好
の
攻
撃

目
標
と
な
る
と
い
う
理
由
で
、
18
年
９
月
頃
か

ら
19
年
初
め
に
か
け
て
逐
次
解
体
さ
れ
、
埼
玉

県
蕨
市
へ
移
送
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

飛
行
船 

                 

第
１
次
世
界
大
戦
で
飛
行
機
と
と
も
に
活
躍

し
た
飛
行
船
が
日
本
の
空
を
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
1923
（
大
正
12
）
年
。
土
浦
へ
は
同
年
10

月
１
日
、
フ
ラ
ン
ス
製
の
ア
ス
ト
ラ
型
飛
行
船

が
所
沢
の
陸
軍
飛
行
場
か
ら
飛
来
し
ま
し
た
が
、

関
東
大
震
災
の
影
響
で
水
素
ガ
ス
の
供
給
の
見

込
み
が
立
た
な
く
な
り
、
10
月
８
日
に
解
体
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
10
月
20
日
、
イ

ギ
リ
ス
製
の
Ｓ
・
Ｓ
型
飛
行
船
を
横
須
賀
か
ら

空
輸
し
、
11
月
に
は
横
須
賀
の
航
空
船
隊
が
霞

ヶ
浦
に
移
転
さ
れ
、
以
後
、
霞
ヶ
浦
航
空
隊
は

押
収
格
納
庫
と
と
も
に
日
本
で
唯
一
の
飛
行
船

基
地
と
な
り
ま
し
た
。
1924
（
大
正
13
）
年
に
は

日
本
で
改
造
さ
れ
た
ア
ス
ト
ラ
型
飛
行
船
の
２

号
機
、
1926
（
大
正
15
）
年
に
は
国
産
15
式
軟
式

飛
行
船
が
霞
ヶ
浦
の
空
を
飛
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
後
1927
（
昭
和
２
）
年
１
月
に
イ
タ
リ
ア
か
ら

Ｎ
３
号
機
が
輸
入
さ
れ
、
設
計
・
建
造
に
た
ず

さ
わ
っ
た
ノ
ビ
レ
少
将
が
来
日
、
組
み
立
て
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｎ
３
号
機
は
半
硬
式

飛
行
船
で
、
２
基
の
エ
ン
ジ
ン
を
持
っ
た
本
格

的
な
飛
行
船
で
し
た
。 

929
（
昭
和
４
）
年
に
は
、
Ｎ
３
号
の
代
船
と

し
て
国
産
の
３
式
飛
行
船
が
建
造
さ
れ
、
土
浦

の
空
を
飛
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
国
産
３
式
飛
行

船
が
日
本
海
軍
最
後
の
飛
行
船
で
、
1931
（
昭
和

６
）
年
３
月
、
藤
吉
直
四
郎
少
佐
を
船
長
と
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

   

硬
式
飛
行
船
滞
空
時
間
の
世
界
新
記
録
を
樹
立

し
ま
し
た
。
し
か
し
1932
（
昭
和
７
）
年
12
月
、

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
に
基
づ
い
て
日
本
海
軍
の

飛
行
船
は
廃
止
さ
れ
、
日
本
の
空
か
ら
飛
行
船

は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
中
31
回
の
保
立
俊
一

氏
が
、『
水
郷
つ
ち
う
ら
回
想
』
の
「
土
浦
の
こ

ど
も
達
と
飛
行
船
」
の
章
で
「
こ
の
日
本
の
飛

行
船
の
歴
史
は
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の
飛
行
船

隊
の
歴
史
で
あ
り
、
同
時
代
に
生
き
た
土
浦
の

こ
ど
も
達
は
こ
の
全
部
の
飛
行
船
を
見
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
こ
れ
は
他
の
地
方
の
こ
ど
も
達

に
は
な
い
も
の
と
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
土
浦
の
こ
ど
も
達
と
飛
行

船
の
間
に
は
特
別
な
親
し
み
を
持
っ
た
付
き
合

い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

参
考
資
料  

「
阿
見
と
予
科
練
」
阿
見
町
教
育
委
員
会
刊 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

 

押収格納庫内の SS型飛行船；イギリス製の軟式
飛行船。軟式飛行船は木綿や化学繊維にゴムを塗布
して,大きな袋を作り,その中に水素ガスを詰めこ
んだもので,内部の圧力だけで船形を保っている。 

国産３式半軟式飛行船 
半軟式飛行船は,船体下部にだ
け枠組があり,上部が軟式構造
になっている。 

 

 
る
12
名
の
乗

組
員
に
よ
っ

て
長
時
間
滞

空
飛
行
が
実

施
さ
れ
ま
し

た
。
飛
行
船

は
霞
ヶ
浦
、

鹿
島
灘
付
近

を
飛
行
し
つ

づ
け
、
60
時

間
1

分
と
い

う
当
時
の
半

硬 

  


